
シヨサブヨす．ヾ工の唾腺染色体とその検錦方津

ショウジ・ヨウパ工の寧腺染色体とその槍鏡方法
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京大＿理拳博幸　鱒　井　野　「

【本文は昨年9脚日豊開高女に於て、又同年3月2日八鹿農芸に於て・、但馬地底生物拳骨員の
ため御指導下さった講話並に箕習内容を要約したもので文の費任は〔土橋）にあり】

シ′ヨウジヨウバェンと云つても種顆は頗る多い日本にも2職種顎ある、京都大拳にて飼養

するものは主としてprO画ybvirilis（ク両ンヨウジヨウバエ）で世界各観でよく飼養され

てゐるのはD．melanogaster（S／ヨウジヨウ｝｛ェ・叉はキイ下ショウジヨウバェ）である。

〔唾腺染色体の特徴〕唾吸染色経をみると、攻の特徴がある0’
り梼原細胞や卯原細胞の染色体数と具わ・匝畠の蓼を持ってゐる、即ち唾晩は体細胞であ
るから、2mで細ればならぬのにヽnの数であることは→二本の染色体が密接して並んでゐ
て一本に見えるからである。
2）唾膵染色体の長さはヽ精原細胞や卯原細胞の染色体の柑0－150倍もあ▲る。

31染色体には、濃淡琴々の様舞（取md）がはいつてゐ＿るふ
4）横舞の排列順序は、各染色体について一定であわ、従って染色体を1－6の各個に直別す
ることが出来る、又二つの染色体が並ぶ時は、何時も同一の様舞の位寵で寄り添ふ。

以上の特徴があるために、1933年以来米国のPa血erその他によって遺侍の研究にとりあげ
られ非常に役立つに’至った。
〔唾腺染色体の應用〕唾腺染色体は達偉畢的に色々應用されてゐる、即ち
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l）染色体異常（紋失・避位・特産・等々）をみることが出来る。
2）妖朱を集めることによって、遺停子の凄僅場所を推定するこ一と（染色体地園の作成）が出
来る．

3）逆位・韓座等匿より雑種の研究が出来る。
〔染色体の稔鏡〕染色体の染色並に披鏡方法ゐ大略を示せば

1）成虫雌の2倍数染色体－卵巣の票小部分、二即ち翰卵管の反封の場所の染色体野猿も観察

し易い、療虫は頓から揮って間もない青々しいものを選び、リンゲル液の中で胴部を解剖し
て卵巣をとわ出し、気管の細かいのが一杯つい七ゐるままでよろしい、それをステイ下．グテ
ス忙検めアセトカ．－ミンをたっぷり一滴たらしておいた中に移して充分赤く染る恵で（夏で
は15－20分、多では棺乍長く）待ちカバーグラスをかけて吸取紙を上におき指頭で強く腰し
潤す、溢れたカーミン液は吸取紙にとられるからそのまま瞼鏡して中程度の倍率で卵巣の周
連を探してそれらしいものを高率で調べる。
2）成虫雄一－睾丸の先端（輸精管の反封の一先）め趣く小部分セとり卵農の場合と同様の方法
で探すのであるが、これは見出し得る事が少いので通常は用r人ない併しどうしても雄の睾丸
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で確め虔小棒は、数匹を桧してやつと満足な像を一つ得る苦努を重ねるのである。．

3）幼虫一隅紳琴細胞を卵巣と同じ方法で瞼鏡する、併しこれでは一棟に歴し潰すため卵巣
の場合と違って隅々まで探し求めねばならない、染色体は卵巣・精巣よりも神々してゐて狭
窄が比重祁勺はっきり認められる、幼虫では卵が農が小で精巣が大であるので雌雄を罷別出来
る、身体の之／き後方の両側に脂肪体の中に包合されてゐるから第三令幼虫では体表から透し
てみえる。

4）唾昧染色体－幼虫の唾隠・マルビギー氏管・筋肉・油化・管気管・壁等洒経と生殖細胞
を除く殆んと絶ての細胞の梁色俺は唾鯨のそれと同一の特殊の染色体であるが嘩晩が最も大
きく叉虞現し易い。
嘩隈をリンゲル液中でとり出し卵巣の場合と同様に7セトカーミンで染色する、異る緊占は染
色時間をなるべく少くすることで長く放置すると、それだけ固定が進んで材料が固くなるの

で遷したとき旨くいかない、これも左右をナつ一つ粧した方がよい、歴し潰し才は単に指頭
でせずに嘩脾細胞核の一部をぎせいにするつ・もりで針の先で急激に強く一部分だけを歴して
他の部分を急に扱げる方法が一番よい、牡との時カバーグラスを動かさぬ様に故意する。要は

（イ）化囁前の充分篭育した葉菜のよい粗を選ぶこと。

（ロ）染色慶を通常に。　　　　（ハ）贋し潰し方を上手にする。
この三鮎が肝要である。

5）7セトカーミン液－45％氷酷酸にカーミンを入れて溶けるだけとかし（熱する）後濾過1
して飴分のカーミンを除いたものを使取する、水100C＿C．匿カーミソを凡そ3～4瓦用ひる、
戟明答を入れるごともあるが嘩晩染色体の場合は用ひない方がよい。

以上の方法で作ったプレパラートはカバーグラスの周達をパラフィン又はバルサムで対して
おくと2～3日間は欒化なく観察し得る。叉カバーグラスを況して脱水しバルサムで封ずれば
牛永久榛東となし得る。

〔ショウジョウバエの飼ひ方〕

糠昧噂・米麹、叉はブダウ・リンゴ・ナシ・イチヂク等の完熟し切ったものを辰口瓶に入れ
て台所・塵芥場・樹林叢等に昂してあぐと種々のハエが集って来る、4月下旬から10月下旬迄
夕方夜明方・など光線の少い時によく採集出来る。

・ショウジヨウバェ及びクロショウジヨウバェの飼料は米麹と寒天と砂浜で作るが砂糖はなく
ともよい、旬ちラッキョウ溝の古瓶或は震口牛乳一合瓶16本分を作る匿は
水800C・C・米麹100瓦、寒天1，5本　砂糖20－25瓦、を用ひる。

米麹を前夜より水浸しよく捲り滑して砂糖及少量の（耳葦2－3杯）酸性燐酸加盟を混じ別に
寒天を特かしたものとよく混ぜて、拘毒のため充分に煮沸して瓶の中に入れて固まらせる、冷
えた後にパンのイーストを蒔き、その上に成虫の給水及び止り木のために演した紙を入れ親バ
工を入れておく、250Cや保てば2～3週間で（ハエの種類で異る）攻の成虫が出てくる、種堀仁
によっては、この餌に蛋白を附加してやらないと充分襲育しないものもある。


